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樋
脇
町
塔
之
原
の
里

道　

今
後
も
要
望

に
応
じ
て
草
払
い

　

樋
脇
町
塔
之
原
の

里
道
に
つ
い
て
、
相

談
者
か
ら
「
今
回
の
除

草
で
最
後
と
言
わ
れ
た

が
、
今
後
は
ど
う
な
る

の
か
」
と
不
安
の
声

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
里
道
に
つ
い
て

市
は
昨
年
7
月
、
相

談
者
と
協
議
し
、「
年

1
〜
2
回
程
度
、
除
草

作
業
を
実
施
す
る
」
と

回
答
し
て
い
ま
し
た
。

　

あ
ら
た
め
て
市
に
確

認
し
た
と
こ
ろ
、
今
年

2
月
か
ら
3
月
に
も
補

修
班
が
草
払
い
を
実
施
し

て
お
り
、
今
後
も
要
望
が

あ
れ
ば
、
補
修
班
の
計
画

に
沿
っ
て
作
業
を
行
う
と

の
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

　
「
伐
採
の
要
望
件
数
が

多
い
た
め
、
作
業
時
期
は

補
修
班
の
都
合
に
よ
り
ま

す
が
、
年
1
〜
2
回
程
度

の
対
応
と
な
り
ま
す
。
除

草
が
必
要
な
場
合
は
、
樋

脇
支
所
産
業
建
設
グ
ル
ー

プ
に
連
絡
し
て
く
だ
さ

い
。」
と
い
う
こ
と
で
相

談
者
も
ホ
ッ
と
し
て
い
ま

し
た
。

　

反
対
討
論
で
は
、
市
に

専
門
的
な
技
術
評
価
を
行

う
権
限
や
体
制
が
な
い
こ

と
な
ど
が
理
由
に
挙
げ
ら

れ
ま
し
た
。

　

し
か
し
陳
情
が
求
め
た

の
は
、
市
が
安
全
審
査
を

行
う
こ
と
で
は
な
く
、六
ヶ

所
再
処
理
工
場
の
現
状
を

調
査
し
、
市
民
へ
公
表
す

〝
六
ヶ
所
再
処
理
工
場
の
実
態
公
表
を
〞　

　
陳
情
を
不
採
択
|
賛
成
は
井
上
勝
博
議
員
た
だ
一
人

　

川
内
原
発
の
乾
式
貯
蔵
施
設
建
設
に
関
連
し
、
六
ヶ
所
再
処
理
工
場
の
現
状
を
調
査
・
公
表
す
る
よ

う
求
め
た
陳
情
は
、本
会
議
で
不
採
択
と
な
り
ま
し
た
。
日
本
共
産
党
の
井
上
勝
博
議
員
だ
け
が
賛
成
し
、

議
長
を
除
く
23
人
全
員
が
反
対
し
ま
し
た
。

「
一
時
保
管
」
の
前
提
を
問
う

　

六
ヶ
所
再
処
理
工
場
は

完
成
延
期
を
27
回
繰
り
返

し
、
約
２
４
５
立
方
メ
ー

ト
ル
の
高
レ
ベ
ル
放
射
性

廃
液
も
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
川
内
原
発
で
使
わ

れ
て
い
る
「
ス
テ
ッ
プ
2

燃
料
」
は
、
従
来
よ
り
濃

縮
度
を
高
め
、
長
く
使
用

で
き
る
燃
料
で
す
が
、
現

在
の
許
可
で
は
六
ヶ
所
再

処
理
工
場
の
処
理
対
象
外

で
す
。
再
処
理
に
は
事
業

変
更
許
可
が
必
要
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

井
上
議
員
は
、「
搬
出
先

の
見
通
し
が
な
け
れ
ば
、

乾
式
貯
蔵
が
一
時
保
管
で

は
な
く
長
期
保
管
に
な
る

恐
れ
が
あ
る
」
と
指
摘
し

ま
し
た
。

情
報
公
開
さ
え
否
定

る
こ
と
で
す
。
す
で
に
明

ら
か
に
な
っ
て
い
る
事
実

を
整
理
し
て
知
ら
せ
る
こ

と
ま
で
拒
む
の
は
、
市
民

の
知
る
権
利
や
議
会
の
監

視
機
能
を
軽
視
す
る
も
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

使
用
済
燃
料
の
行
き
先

が
不
透
明
な
ま
ま
、
乾
式

貯
蔵
施
設
の
建
設
だ
け
を

進
め
て
よ
い
の
か
。
日
本

共
産
党
は
引
き
続
き
、
事

実
の
公
表
と
市
民
へ
の
説

明
を
求
め
ま
す
。

8
月
8
日
�
土
�
�
9
日
�
日
�　

SS
プ
ラ
ザ
せ
ん
だ
い
ロ
ビ
�
�
無
料
�

高
校
生
が
描
い
た
原
爆
絵
画
展

被
爆
者
の
証
言
を
も
と
に
描
か
れ
た
作
品
を
展
示

　

広
島
・
長
崎
へ
の
原
爆

投
下
か
ら
81
年
。
核
兵
器

の
な
い
世
界
を
願
い
、
今

年
も
SS
プ
ラ
ザ
せ
ん
だ
い

で
「
高
校
生
の
描
い
た
原

爆
絵
画
展
」
を
開
催
し
ま

す
。

　

展
示
す
る
の
は
、
広
島

市
立
基
町
高
校
の
生
徒
た

ち
が
、
被
爆
者
の
証
言
を

聞
き
取
り
、
当
時
の
惨
状

や
体
験
を
描
い
た
作
品
で

す
。
一
枚
一
枚
の
絵
を
通

し
て
、
原
爆
被
害
の
実
相

と
平
和
へ
の
切
実
な
願
い

を
伝
え
ま
す
。

　

会
場
に
は
、
折
り
鶴
、

感
想
・
メ
ッ
セ
ー
ジ
、
非

核
三
原
則
の
堅
持
を
求
め

る
署
名
の
コ
ー
ナ
ー
を
設

け
る
ほ
か
、被
爆
建
物
「
旧

陸
軍
被
服
支
廠
」
の
歴
史

も
紹
介
す
る
予
定
で
す
。

　
「
世
界
か
ら
核
兵
器
を
な

く
し
て
ほ
し
い
」。
そ
の
願

い
を
地
域
の
み
な
さ
ん
と

と
も
に
広
げ
ま
し
ょ
う
。

ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

　

会
場
費
や
原
水
爆
禁
止

世
界
大
会
へ
の
派
遣
カ
ン

パ
、
運
営
を
支
え
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
も
募
集
し
て
い

ま
す
。

主
催　

2
0
2
6

年
国
民
平

和
大
行
進 

原
爆
パ
ネ
ル
展

実
行
委
員
会

お
問
い
合
わ
せ　

実
行
委

員
長
・
堀
切
時
子　

☎

0
9
0
-2
0
8
4
-4
0
2
3

写
真
は
昨
年
の
原
爆
絵
画

展
の
よ
う
す

　

薩
摩
川
内
市
は
「
令
和

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ト
ー
ク
」

で
、
川
内
原
発
に
計
画
さ

れ
て
い
る
使
用
済
み
核
燃

料
の
乾
式
貯
蔵
施
設
に
つ

い
て
、
市
長
に
よ
る
説
明

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、7
月
28
日（
火
）

午
後
2
時
か
ら
サ
ン
ア

リ
ー
ナ
せ
ん
だ
い
、
29
日

（
水
）
午
後
2
時
か
ら
セ
ン

ト
ピ
ア
、
8
月
5
日
午
後

2
時
か
ら
消
防
局
で
開
催

さ
れ
ま
す
。

　

各
会
場
に
は
対
象
地
域

が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

地
域
外
の
市
民
が
参
加
で

き
な
い
と
の
明
確
な
案
内

は
あ
り
ま
せ
ん
。
参
加
申

し
込
み
は
不
要
で
す
。

市
長
が
乾
式
貯
蔵
を
説
明

地
域
外
の
市
民
は
事
前
確
認
を

薩摩川内市
市議会本会議
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戦
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�
�
年
�
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毎
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�
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時
期
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�
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�
全
国
的
�
戦
争
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関
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画
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上
映
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再
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数

本
�
予
定
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�
�
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市

出
身
�
映
画
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督
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�2006
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去
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M
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明
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�
�1988
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�

�
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間
�
緊
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�
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�
�
得
�
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品
�
�
�
�
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�
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長
崎
�
原
爆
�
投
下
�

�
�
�
�1945

�
昭

和
20
�
年
�
月
�
日
午

前
11
時
�
分
�
�
�
映

画
�
�
�
前
日
�
�
月

�
日
�
朝
�
�
�
日
�

原
爆
投
下
�
至
�
庶
民

�
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�
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�
�
�
�

�
�
�
�
戦
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下
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�
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異
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�
�

�
�
�
�
�
今
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活
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看
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史
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�
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�
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�
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争
�
協
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�
�
�
�
月
�
日
�
朝
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長
崎
�
人
々
�
生
活
�

始
�
�
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�
�
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�
�
�

午
前
11
時
2
分
�
昭
子
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�
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上
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�
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�
�
小
�
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銀
色
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飛
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物
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�
目

�
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�
�
上

映
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機
会
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配
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�
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�
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�
�
�
次

回
�
戦
争
�
関
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映

画
�
取
�
上
�
�
�
�
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�
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�
�
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夏
�
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�
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�
�
�
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�
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耳
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自
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�
�
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仕
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�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
春
�
�
春
�
�
�
気
分
�
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�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
去
�

�
逝
�
�
�
�
�
�
�
五
月
�
�
�

�
�
�
�
四
月
下
旬
�
�
�
�
�
�

取
材
�
�
�
回
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
歯
�
被
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�
�
�
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取
�
�
�
�
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�
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�
�
銀
�
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行
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�
�
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�
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�
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�
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血
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�
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泌
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�
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�
�
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検
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�
�
�

方
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�
�
�
�
�
�
�
�
係
�
�
�

�
�
医
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�
�
�
�
�
�
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�
�
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�
�
二

日
�
無
罪
放
免
��
�
�
�
果
�
�
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光
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�
�
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�
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�
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つれづれなるままに（841）中俣先生の←中俣先生のブログはこちら

エプロンおばさんの

簡単クッキング （711）

　　　　【材料（2～3人分）】
タイ（刺身用）150g、だし汁
300ml、ご飯2杯、大葉4枚、白
ごま小さじ2

作り方

タイ茶漬け

① だし汁に塩小さじ1/3、しょうゆ
小さじ2を加えて冷やす。② タイを
しょうゆ小さじ1、ごまであえ、大
葉は千切り。③ ご飯にタイと大葉を
のせ、だしをかけて完成。

井
上
市
議
の
コ
メ
ン
ト

　

AI
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
は

地
域
経
済
へ
の
期
待
が
あ

る
一
方
で
、
莫
大
な
電
力

消
費
や
環
境
へ
の
影
響
、

防
災
対
策
な
ど
多
く
の
課

題
が
あ
り
ま
す
。
立
地
協

定
を
急
ぐ
前
に
、
市
民
が

計
画
の
全
容
を
知
り
、
疑

問
や
不
安
を
率
直
に
議
論

で
き
る
場
を
設
け
る
べ
き

で
す
。「
ま
ず
協
定
、
説

　

薩
摩
川
内
市
は
7
月
18

日
（
土
）、
カ
イ
シ
ン
デ

ジ
タ
ル
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ

ク
チ
ャ
ー
株
式
会
社
と
AI

デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
新
設
に

関
す
る
立
地
協
定
を
締
結

し
ま
す
。
協
定
は
鹿
児
島

県
立
ち
会
い
の
も
と
で
行

わ
れ
、
市
長
、
県
知
事
、

同
社
代
表
が
出
席
す
る
予

定
で
す
。
市
が
議
会
に
提

供
し
た
資
料
に
よ
る
と
、

同
社
は
２
０
２
６
年
1
月

20
日
に
設
立
さ
れ
、
本
社

を
サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
パ
ー
ク

1
丁
目
に
置
き
、
資
本
金

は
５
０
０
万
円
。
事
業
内

容
は
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
の

建
設
、
所
有
、
運
営
な
ど

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
市
は
「
AI
デ
ー

タ
セ
ン
タ
ー
新
設
の
概
要

は
立
地
協
定
調
印
式
当
日

に
発
表
す
る
」
と
し
て
お

り
、
現
時
点
で
は
施
設
規

模
や
受
電
容
量
、
建
設
計

画
、
環
境
対
策
な
ど
の
具

体
的
内
容
は
明
ら
か
に
し

て
い
ま
せ
ん
。
今
後
は
計

画
の
全
容
を
速
や
か
に
公

表
す
る
と
と
も
に
、
電
力

需
要
や
環
境
へ
の
影
響
、

薩
摩
川
内
市

と
カ
イ
シ
ン

AI
デ
�
タ
セ
ン
タ
�
立
地
協
定
を
締
結
へ

明
は
後
」
と
い
う
進
め
方

で
は
、
市
民
の
理
解
と
信

頼
は
得
ら
れ
ま
せ
ん
。
情

報
公
開
と
住
民
参
加
を
徹

底
す
る
こ
と
を
求
め
ま

す
。

防
災
対
策
、
地
域
経
済
へ

の
効
果
に
つ
い
て
、
市
民

へ
の
十
分
な
説
明
と
情
報

公
開
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

莫
大
な
電
力
消
費
や
環
境
へ
の
影
響
、
防
災
対
策
な
ど

多
く
の
課
題


